
森
繁
　
哲
也
　
43自

由
民
主
党
現
②

守
田
　
宗
治
　
71自

由
民
主
党
現
⑦

磯
部
　
登
志
恵
　
63無

所
属
現
①

河
野
　
　
亨
　
59自

由
民
主
党
現
④

回
答
＝
下
松
市
区
（
定
数
２
）

回
答
＝
光
市
区
（
定
数
２
）

1．Ａ．県議会議長の使用は問題
はないし、売却の必要もない

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ａ．推進 

5．Ｄ．その他…行政改革などをし
てどうしても財源が足りない場
合に賛成

6．Ｆ．その他…残念なことである
が、民間であるＪＲ西日本の決
定を尊重する

7．Ａ．非常によくやっている

8．１．観光支援パッケージの予算
化に向け、民間への聞き取りと
執行部への提言

２．脱炭素特別委員会副委員長と
して執行部への提言書のとりま
とめ
３．コロナ関連の補助金等への相
談対応（個人・中小企業等） 

9．１．コロナ禍、円安、物価高騰で

痛んだ県内経済の活性化
２．激甚化する災害に対応するた
め、計画的なインフラ整備によ
る県土強じん化

３．少子化対策のさらなる充実に
よる出生率向上や定住促進

1．Ａ．県議会議長の使用は問題
はないし、売却の必要もない

2．Ａ．よく知っていた

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ａ．推進 

5．Ｄ．その他…増税案が明確でな
い 

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい 

7．Ａ．非常によくやっている

8．自分の活動を自慢するものでも
ない。県議である以上、実績は

当たり前のことと思う

9．１．コロナ禍、物価高で疲弊し
た地域社会の力強い回復と活
性化を下支えする

２．徳山下松港の機能強化、下
松・光間の道路整備促進、もの
づくり技術集積力を高める

３．全国から住みよいと評価され
る「ふるさと下松」の魅力を一

層高める

1．Ａ．県議会議長の使用は問題
はないし、売却の必要もない

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｂ．凍結 

5．Ｄ．その他…理解を得られる配
慮が必要

6．Ｆ．その他…コロナ禍での利用
減は仕方ないが、利用者の声
を聴いていきたい

7．Ａ．非常によくやっている

8．１．移住・定住者を増やす支援

の成果
２．コロナ禍での切実な声を空き
家活用で支援（マルシェ開催）

３．子ども食堂や寺子屋支援の充
実

9．１．県民の生活に関係の深い
県政について周知・傾聴

２．空き家をまちづくりに活かす
ための取り組み深化

３．小学校就学前の子どもの教
育・保育環境を充実

1．Ｅ．その他…県において、しっ
かりと検討されるべきものと考
えている

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｅ．その他…安全性の確保を

第一に考えていきたい

5．Ｄ．その他…国民の理解が得ら
れるかが重要

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい

7．Ａ．非常によくやっている

8．１．災害対策・国土強じん化・
とくに川のしゅんせつによる安
全安心の確保と海岸の保全

２．少子化における教育の充実
と、高齢者福祉、障害者福祉の
充実

３．憲法改正の取り組み、国民投
票連絡会議の立ち上げ

9．１．脱炭素化やデジタル化等、

工業県山口・山口県の産業の
充実、雇用の推進

２．クラブ活動の充実等少子化の
中での教育の新しいシステム
づくり

３．憲法改正の必要性を県民の皆
さんにご理解、ご賛同いただけ
る活動の推進

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

上
岡
氏

大
内
氏

河
野
氏

坂
本
氏

新
造
氏

戸
倉
氏

友
広
氏

福
田
氏

森
繁
氏

守
田
氏

磯
部
氏

回
答
＝
周
南
市
区
（
定
数
５
）（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

上
岡
　
康
彦
　
62

公
明
党
現
⑤

1．Ｅ．その他…県監査委員として
コメントは差し控えます

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｂ．凍結

5．Ｄ．その他…丁寧な説明が必
要 

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい

7．Ａ．非常によくやっている

8．１．交通系カード（ICOCA）導入
と山陽本線全線など利用拡大

を実現
２．３部制（午前・午後・夜間）課
程と通信制を併設する県立山
口松風館高校を設置

３．おとなの救急医療電話「♯
7119」の開設

9．１．正確な情報伝達と迅速な避
難体制の構築等。総合的な防
災減殺対策

２．次世代エネルギー供給拠点へ
と徳山下松港を整備し、産業を
活性化

３．宅配サービスや移動販売カー
などの取り組みを拡充し、高齢
者等の買い物支援の強化

大
内
　
一
也
　
49国

民
民
主
党
新

1．Ｂ．県議会議長の使用はやめる
べきだが、売却はしなくていい

2．Ｂ．あるていど知っていた 

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｅ．その他…安定＆安価な電
力供給のため、安全・環境に配

慮した上で多様なエネルギー
源を保持すべき

5．Ｂ．反対

6．Ｂ．仕方ないが、停車本数増加
の活動は展開したい

7．Ｆ．よくやってると思うが、最重
要課題の人口減少対策の結果

か十分に出ていない

9．１．子育て負担０円の県の実
現（人口の自然減の対策）

２．若者が住みたい、働きたいま
ちづくり（人口の社会減の対
策）

３．水素をはじめとする燃料開発
など新事業の創出支援と雇用
の確保

坂
本
　
心
次
　
56自

由
民
主
党
現
①

1．Ｅ．その他…県において適切に
判断されるべきこと

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｅ．その他…地元上関町の政
策選択を尊重するとともに国の

エネルギー政策を注視していく

5．Ｄ．その他…国会における議論
を注視していく

6．Ｆ．その他…周南地域の利便
性向上のため、停車本数増加
の方向で活動したい

7．Ｆ．その他の…よくやっている

8．１．久米地区繁茂竹林整備
２．高水地域一般県道久杉高水
停車場線歩道整備

３．須々万地区災害における急傾
斜地整備

9．１．中山間地域における道路整
備の促進

２．農林水産業の振興

３．恒常平和のための琉球おもろ
会活動

新
造
　
健
次
郎
　
58

自
由
民
主
党
現
②

1．無回答

2．無回答

3．無回答

4．Ａ．推進

5．Ａ．賛成

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい

7．Ｂ．まあまあよくやっている

8．１．新南陽高コミスクの一環で
高瀬茶を若い世代に継承する
ためペットボトルを製造販売

２．スクールソーシャルワーカー
の増員と正規職員採用への道

筋をつけた
３．フェイスブックやインスタグラ
ムなどＳＮＳで情報発信

9．１．アフターコロナを見据えた
健康長寿対策やインバウンド
対策

２．子ども食堂やフードバンク等
を活用し世代間交流、貧困対
策、ヤングケアラー問題に取り

組む
３．カーボンニュートラル実現へ
取り組みを進める地元企業と
連携し支援を進める

戸
倉
　
多
香
子
　
63

立
憲
民
主
党
現
④

1．Ｃ．県議会議長の使用はやめ
て、売却すべきだ

2．Ｃ．あまり知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｃ．反対

5．Ｂ．反対

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい

7．Ｆ．その他…よいところも多い
が、国の政策に関わる分野で
は、もっと県民の側に立った判
断をしていただきたい

8．１．産業集積、コンビナート企
業、港湾、水差など県の強みを
生かした産業戦略を推進

２．コロナ禍の中、地域経済と雇
用を支えるため県に支援を要
望し、支援策を周知

３．上関原発建設計画に伴う公有
水面埋め立て免許期間延長問
題などに声を上げ続けた

9．１．対等合併した周南市への県
の対応を検証し、再評価につな
がるまちづくりを推進

２．子育て世代の関心が高い食の
安心安全のために、種苗条例
や農業政策に注目

３．上関原発建設計画、イージス
システム搭載艦の萩沖配備な
どおかしいことはおかしいと声
を上げる

友
広
　
　
巌
　
66自

由
民
主
党
現
③

1．Ｅ．その他…県が適正に処理さ
れるべきことと思う

2．Ｂ．あるていど知っていた

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ｅ．その他…国のエネルギー政
策と上関町の政策選択を尊重

する

5．Ｄ．その他…防衛費増額の財
源についての議論を見守りた
い 

6．Ｄ．納得できないし、停車本数
増加の活動を展開したい

7．Ａ．非常によくやっている

8．１．脱炭素社会に向けた周南コ
ンビナートの課題解決へ国へ
の要請ができた

２．コロナ禍での事業団体支援の
手伝いができた

３．農林水産委員会での種苗条例
制定への道筋がつけられた

9．１．物価高騰克服に向けた対策

の推進
２．産業脱炭素化への対応と、国
際競争力の維持・強化

３．成長と豊かさを実感できる社
会の実現（デジタル実装の推
進）

福
田
　
吏
江
子
　
40無

所
属
新

1．Ａ．県議会議長の使用に問題
はないし、売却の必要もない

2．Ｄ．全く知らなかった

3．Ｃ．これまでも現在も支援を受
けたことはない

4．Ａ．推進

5．Ｄ．その他…増税ありきではな
く、歳出改革、決算剰余金の活
用、税外収入の確保など行財政
改革も含めて国会で論議され
ている最中だと認識している

6．Ｆ．その他…ダイヤ改正は企業
としての判断ととらえている。利
便性向上につながる活動を展
開したい

7．Ａ．非常によくやっている

9．１．子どもの権利、児童虐待防
止、ヤングケアラー、小児弱視
対策など子ども政策推進

２．フェムテック推進、乳がん子宮
がん対策、不妊治療助成拡大
など女性の健康政策推進

３．カーボンニュートラルポート推

進、中堅・中小企業支援など産
業振興とデジタル化の推進


